
令和６年 5月 31 日 
磐田市立長野幼稚園 
 園長 藤原 愛子 

          大人が子どもの命を守るために、子どもが自分の命を守るために（交通安全教室） 
 年少保護者の方が交通指導員さんより聞いた交通安全についての話を紹介します。外出機会が増えると共に交通事故数も増
加しているとのことです。以下を参考に、親子で交通安全の意識を高め、命を守ることにつなげていきましょう。幼稚園でも同様に指
導していきます。 

○子どもの特性を理解する。①一つのものに注意が向くと周りの物が目に入らなくなることが多い。
（歩行中の幼児の交通事故原因の一位は飛び出し）②子どもは大人の真似をする。大人は手本となる行動をするように。 
○判断力を付けるために、子どもに考えさせる言葉掛けを。 
子どもは交通ルールを理解していたとしても、行動できないことも多いため、具体的に知らせる。「右見て、左見て…」では、わか 
 らない。「右見て、今〇色の車が来ているね。」「ウインカーがチカチカ光っているね」等見るべきところを知らせる。そして、年齢に 
 応じて、「黄色信号だけど、どうしたらいいかな 」 「あの車は、どっちに曲がるかな 」など、実践を通して子ども自身が考え 
 られるような指導を繰り返し行う。 ※子どもの視野は約 90度。身長も低いため大人より視野が狭いことを踏まえ、子ども目線 
 の指導を意識すること。 
○車に乗るのは子どもが先、降りるのは大人が先。シートベルトを外したり、車のドアを開けたりするのは、必ず大人が行う。 
○駐車場では大人と手をつなぎ、一人歩きをさせない。通行が少ない道路でも遊ばせない。 
○チャイルドシートのベルトをお子さんに付けさせている方も多いようだが、必ず、保護者が確認をすること。   
○自転車は、ハンドル、スタンド操作ができるようになってから乗る練習をすることが望ましい。 
 乗ることはできてもブレーキを掛けられなかったり、ブレーキを掛ける時に、右足をペダルに乗せられなかったりすると 
 事故につながりやすい。 
※子どもは経験を積み重ねることで、ルールを身に付けていきます。大人の姿をよく見ていますので、まずは、保護者の 
  皆さんがお手本を示してくださるようお願いいたします。毎日通る幼稚園西の横断歩道の渡り方から意識してみましょう。

 今月初旬、元ながかみこども園長、野村弘子氏の講話を聞きました。【異年齢保育を通して育つこと】や【就学前に大切にすべ
きこと】など幅広くお話してくださいました。なぜ、「遊びきる（込む）こと」「遊び続けること」が大切なのか 好きなことに向かう
こと、思いっきり遊ぶことは、そこで付けた力が小学校での学習に向かう力、そしてその先の、いざという時の【やりきる力】につな
がるということでした。園では、今までの【○歳だからこれらができるように支援をする】という歳児としての育ちにつなげる支援から、
発達の過程はどの子も同じという認識のもと、【その子がどう育とうとしているか】（どんな力を獲得しようとしているのか）という個
の今を把握し、さらに育むことができるよう、遊びきることに必要な【時間・空間・選択】を保障した環境が重要であることを再認
識し、保育を進めています。自園の家庭教育出前講演会（9月）にも、講師として野村先生をお招きする予定です。後日、保
護者の方にご質問を募集します。小さなことで大丈夫です。子育てにおいて日頃感じている疑問等を遠慮なくお知らせください。 

 教育目標  心やさしく 自分の力で やりぬく子     重点目標 「元気な子」「仲良くする子」「考える子」 

 戸外でも室内でも、自分
で遊びを選んでいます。異
年齢で関わりながら、遊びが
発展していくこともあれば、
自然と同学年で集まり、「こ
うしたい 」と遊びが展開さ
れることも…。遊びの続きが
できるようにとっておくことで、
「明日もやりたい 」と遊び
の継続（遊び込み）につな
がっていきます。 

年中さんが作った
道。それを見た年長
さんも「近くに魚釣り
も作るといいよ」と仲
間入り。 

「ボールを作って、 
冒険に行くんだ 」と
年長さん。 

遊戯室での運動用具を使った遊
び。それぞれの用具は、家になっ
たり、サーカスの綱渡りになったり
子どものイメージで様々なものに
変わります。 



6月 水無月(みなづき） 磐田市立長野幼稚園
日 曜 給 行 事 予 定 ☆は保護者が関係する行事です。
1 土
2 日
3 月 弁  年中・長 絵本返却
4 火 〇 しっぺいダンス撮影（年長） オカリナ演奏13:10~
5 水 〇 未就園児招待保育① ☆絵本読み聞かせ 尿検査資材配付
6 木 〇 尿検査一次

7 金 〇
触れ合い保育②パン作り・羊の毛刈り（年中・年長）
年中・長 絵本貸し出し はいチーズ撮影

8 土
9 日
10 月 〇 年中・長 絵本返却
11 火 〇 プール掃除
12 水 〇 プール開き ☆絵本読み聞かせ
13 木 〇
14 金 〇 触れ合い保育③ジャガイモ掘り 年中・長 絵本貸し出し
15 土
16 日
17 月 〇 年中・長 絵本返却
18 火 〇
19 水 〇 奉仕作業（年中） ☆絵本読み聞かせ

20 木 〇 預かり保育料引落（5月分） 尿検査二次
7月給食変更届・預かり保育申し込み〆

21 金 〇 年中・長 絵本貸し出し
22 土
23 日
24 月 弁 年中・長 絵本返却
25 火 ○ 避難訓練・起震車体験・年中保護者AED体験 園納金引落

26 水 ○ ☆参加会・懇談会① ☆絵本整理・修理（四役・学級P）
はいチーズ撮影

27 木 ○ ☆参加会・懇談会② はいチーズ撮影
28 金 〇 年中・長 絵本貸し出し
29 土
30 日

<7月の行事予定>
3日 民生委員訪問 ☆絵本読み聞かせ
7日 七夕
8日 保護者、幼稚園保育園課との懇談
10日 ☆絵本読み聞かせ はいチーズ
12日 避難訓練・花火教室
17日 ☆絵本読み聞かせ
18日 給食弁当終了 個人面談①
19日 個人面談②
22日 終業式 個人面談③

預かり保育料引落（6月分）
（19～22日11時降園）

25日 園納金引落
7/23～8/30 夏休み

<お知らせ>
・尿検査…資材配布は前日の５日です。５日に欠席予定の方は、担任までお申し出ください。
当日提出できなかった場合、20日(二次)に必ず提出してください。
・ジャガイモ掘り
畑の状態により１4日前後で変更する場合があります。当日は、お子さんが決めた量を持ち帰ります。
・6月奉仕作業（雨天実施）
時間内で、交流センターグラウンドの草取りもしていただきます。お借りしいてる駐車場ですので、みんなで整備をしていきましょう。
小雨程度でしたら、戸外の作業をします。カッパを忘れずにお持ちください。都合の悪い方は、保護者同士で交代し、（交代できな
い場合も）園までお知らせください。
・年中保護者AED体験
当日ご参加の方は、お子さんと地震体験車に乗ってみませんか。9時20分頃ご来園ください。その後、AED体験をします。
昨年度も、活発に質疑応答がされ、有意義な時間となりました。また、欠席としたが、参加したいという方がいましたら、担任までお知らせ
ください。

☆七夕
今年度も願い事を親子で書いて、笹に飾ります。
☆幼稚園保育園課との懇談
7月8日13:00～ 「幼稚園の今後について」、
降園前の時間を使い、保護者の方と幼稚園
保育園課と話をする機会を予定しています。
詳細は、後日お知らせします。ぜひ、ご参加を
お願いいたします。

☆個人面談（希望者）
後日アンケートをしますので、ご回答ください。ま
た、担任から声を掛けさせていただく場合もあり
ます。その時には、ご都合を付けてご参加いただ
きますようお願いします。

☆夏休み絵本貸し出し
夏休み期間中は、絵本の貸し出し・返却が自
由にできます。職員室にお声掛けください。

☆夏休み預かり保育
7月1日から、コドモン資料室に持ち物等の手
紙を保存しますので、利用する方はご確認くだ
さい。

ご不明な点は、
職員室まで。


